
井村屋グループ株式会社

エコロジカルはエコノミカル！
～木質バイオマスボイラー導入など
CO₂削減活動を含む環境マネジメント～

本日の説明内容

本日の説明内容

① 井村屋グループ概要

③ 今後の展開について

② 井村屋グループ環境への取り組み



井村屋グループ概要

社名 井村屋グループ株式会社

創業 1896年（明治29年）

設立 1947年（昭和22年）

資本金 22億5,390万円

本社所在地 三重県津市高茶屋七丁目1番1号

事業会社 国内3社 海外5社

代表者

代表取締役会長 浅田 剛夫
代表取締役社長 大西 安樹
代表取締役副社長 中島 伸子

従業員数 917名(グループ全体)

井村屋グループの
HUB型持株会社制

井村屋グループの環境データ
電気 35,722,027kWh

都市ガス 4,315,333N㎥

木質チップ 6,876t

プロパンガス 20,537㎥

ガソリン 142,414㍑

A重油 421,000㍑

水道水 78,490㎥

井戸水 1,043,816㎥

工業用水 348,612㎥

原材料

井村屋
グループ
国内

事業会社

生産重量 77,544t

輸送燃料
5,907t-CO₂

廃棄物 7,986t

リサイクル量
7,141t

リサイクル率
89.4％

大気への排出CO₂
30,666t-CO₂



BOXあずきバー CO₂「見える化」

本日の説明内容

2010年～2012年にBOXあずきバーの
「カーボンフットプリント」認証取得

生産と流通工程で５５％を占める
ことが「見える化」
生産時の熱と流通時の冷凍にかかるエネルギー
マネジメントの見直しへ

廃棄・
リサイ
クル

使用・
維持
管理

流通生産
原材料
調達

257ｇ 241ｇ 104ｇ 12ｇ 16ｇ

40% 38% 17% 2% 3%

木質バイオマスボイラーの導入

本日の説明内容

2015年 木質バイオマスボイラー導入
再生可能なエネルギー資源である木質チップや間伐材等を利用
新たなCO₂を排出せずに、小豆の煮炊き等に必要な蒸気を生産

稼働によるCO₂削減効果 約3,600ｔ/年



複合冷凍施設「アイアイタワー」導入

本日の説明内容

2016年 アイアイタワー導入
●従来の3倍以上の収容能力 ●外部保管の委託量減少
●ノンフロン・高効率冷凍機を使用

稼働によるCO₂削減効果 約440.9t/年

MOTTAINAI屋での規格外品販売

本日の説明内容

毎週土曜日に開催 MOTTAINAI屋

生産工程において
発生した規格外品

地域の皆様に
お値打ちで

提供 廃棄物削減に!



地域への貢献

本日の説明内容

カーボン・オフセット
昨年開催された「お伊勢さん菓子2017」に
おいて排出されるCO₂（3,700t）の内、バイオ
マスボイラー導入などにより削減し、J-クレ
ジット化したCO₂排出量3,655tを寄付しました。

CO₂排出ゼロのイベントに！！

三重県庁での感謝状授与

三重県の食材の活用
地域産原料の使用を推進し、原料由来の
CO₂削減に取り組んでおります。
例：三重県産小麦「あやひかり」使用のどら焼き

三重県産大豆・尾鷲海洋深層水使用の豆腐
伊勢宮川の水を使用したギフト商品等

今後の展開

本日の説明内容

本社工場にて使用している
用水(雲出川)の源流である
森林環境保全活動への参画

社会的責任として
地球環境に優しい

活動の推進

各種原材料調達における
環境マネジメントの

推進


